
～着手の前に理解を深めておきたい問題点～

■国策「脱年功」にどう対応するか？
　2014年10月に首相官邸で開かれた「政労使会議」
では，先進企業へのヒアリングという形で「年功賃金
の見直し」が示唆された。内閣総理大臣，連合会長，
経団連会長の三者が“賃金体系・人事制度のあり方”
につき共通認識をもったインパクトは大きい。「年功
人事」が国益を阻害する課題だと白日のもとにさらさ
れたも同然だからだ。中高年偏重を是正する脱年功の
推進をテコに，非正規・若手・女性の処遇改善，外国
人雇用拡大へのメリット，経営の自由度が高まる期待，
賃下げのハードルが下がる不安など思惑は三者三様に
交錯したはずだ。では，実務を担う人事部門にその覚
悟があるだろうか。個々の社員を知り，制度運用を掌
握しているからこそ，単に数字の変更では済まない複
雑さに苦悶されていることと推察する。国策「脱年功」
をどこまで進めるのか。企業文化や会社のあり方を変
革するに等しい重大課題に挑むための事前知識を，制
度改革の現場を知る人事コンサルタントに15のテー
マにわたって整理してもらった。　　　　　（編集部）
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